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与1 ま え か き

沖縄は高温多湿なため金属が腐食しやすくその被書は甚大であると思われる｡ このため腐食

の研究が重要であるが,これまでの研究者が少く基本的なデータも雷だそろっていない｡腐食

の研究には腐食生成物の分析が不可欠であるが,基本的な分析結果を簡単に参照できるような

文献もあまりないようである｡ト3) そこで吾々は今後の研究者の便宜のために′青々が収集し

自らも行なったいくつかの基本的な分析データを整理 して以下に掲げる｡分析法は赤外線吸収,

回折X線粉末法,蛍光Ⅹ破分析の三種である.ここで分析の対象となる鉄酸化物及び関連物JIS

の横瀬は,FeO,かFe203pγ-Fe203,Fe304.α-FC･00H.p-FeOOH,r-FeO･OH.6-FeOO札 お

よび.FeSOl.Fe2(Sol)3,FeC)2,FeC13,などである｡今回nrJ定した駄科は①耽難:慨化約二鉄

･(Fe209),四酸化三鉄 (Fe30一.).硫酸第一鉄 (FeSOt).硫酸約二鉄 (F52(Sol)8). 堀代那

一鉄 (FeCn2).塩化軒二鉄 (FeC】9).⑧食塩水と希硫酸にそれぞれひたして作った-=稚籾の鉄
さび.③伊江島の海樺に森威してできたさびである.食塩水づげのさびはポリバケツに3%食

塩水をつ くり市販の鉄くぎを入れ約 1ケ月半の間そのま雷の状態にし,.さびがで昏たころ釘を

ざるにうつ しそのざるをゆすりながらバケツの食塩水をそそぎ,しばらくして沈澱してできた

さびの粉をろ紙でろ過して自然乾燥させて得たものである.oま■た希机慨にひたして作1た銑さ

びは,同 じようなポ リバケツに0.5%希硫酸をつくり市販の銑くぎをその中に入れ約-ケ月半

ほどの後に同様の操作を行なって得られたものである｡

§2で赤外線吸収.与3で回折X耕粉末法.S4で蛍光X線による分析結親をそれぞれ示し.

与5のあとがきで総合的な考察を行なう｡

受付 :1982年 4月.30日

事理学部物理学科

+4理学部物理学科 1980年度卒研生

= ■理学部物理学科1981年度卒研生

… ++沖 縄県工澄試験場続械金属壷



76 細 谷 ･康弁 ･鳥 袋 ･.比憲 二鉄の腐食生成物の分析

隻2 赤外線吸収分光分析法

ここで分析に使用した機械は琉球大学化学科の分光光度計A-302(田本分光)】と沖縄鼎Ⅱ

発試験場の分光光度計IR-430(島津製作所)である｡試料の調整法はKB.r錠剤法であるo測

定につかった献酬 ま,.酸化第二鉄 (Fe203),四酸化三鉄 ･(Fe304,),塩化第一鉄 (FeC12),塩化

第二鉄 (FeC蟻),硫酸第一鉄 (Peso.)･,硫酸第二鉄 (Fez(SO4)3)i.食塩水による鉄さび.希硫

蘭による鉄さび,でFi臥1-8に測定鹿巣を示すo

無機化合物の赤外スペクトルが多く集められている単行本には文献 4),5)があり,前著は

多数の文献を紹介し,後者は約900種の化合物の赤外吸収スペクトルのチャートを集横L/てい

る｡鉄の腐食物分析への利用に関しては常山2･aLミ神森ら6),佐藤ト1.0),菅原ら11),Misawaら122
未配 3).束京都公嘗研").W喝atSumaら15)., 兼高16)などの報告がある｡これらより今関係の

ある物質の赤外線吸収スペクトルを抜き出せばF晦.9のようになるo順･にFeO,α-Fe203.,Fe304,

a-FeOOHvp-FeOO帆 r-Fe･00恥 6-FeOOH,でそれぞれの特性吸収帯はTabl･elのよう

になる･. 今回軌定したデータをTablel及びFig.9と比軟すれば試薬Fe203は.a-Fe203と同定

で替る｡.また就薬Fe304もおおよそ従来のデータに一致する｡

食威水による･鉄書びはFe304のデータに近い｡･希硫酸による鉄さびにはα-FeOOHの特性吸

収鞘がはっきりと現われている｡
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Fig.1 工rl什aredabsorptionspectrum ofFe20,3･
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･S4 蛍光X.線分析

分析に使用した機械は琉球大学共同利用の蛍光X,康分析装置 (理学電気30･63)である.0

Fig.12は市販の鉄くぎの測定結果を示す｡試薬の酸化第二鉄 (FeP･3)と四酸化三鉄 (Fe304)

についての測定結果もFig.12とほとんど同様である｡ 従ってここに出ているピークは全て鉄

のはずであるが.1040付近と1280付近のものはメーカー提供の波長表にはのっていない｡両方

ともADP結晶で分光したときには現われないので.原因はEDDT結晶にあると思われるo

Fig.13,14は硫酸第一鉄 (Peso.4,)と硫酸第二鉄 ･(Fez(SO.4)･3)の測定結果であるo Feの他

にSのピークが見られ,Feに対するSの相対強度はFe2S04のときを1とすればFe2(SO4)3で

はほぼy2となっている｡ Fig.15-19は,塩化第一鉄 (FeCl2),塩化ナ トI)ウム (NaCl,読

薬).家庭用食塩 (沖絶産)･, 食塩水による鉄さび,及び希硫酸による鉄さび,の測定結果を

示す｡食塩水による鉄さび軒にはCL希硫酸による鉄さび中にはSの存在が期待される｡ 両方

ともわずかではあるが明瞭にピークが見られる｡ 最後に鉄くぎを伊江島の海淳に約5ケ月間暴

落 して梱られたさびの分析結果を『ig.20に示す0 6･50 付近にC1によると思われるピークが見

られる｡ なお450付近にCa ･による･と思われるピークが今のClのピークの約2倍の強度で出て

おり.淘塩粒子の付潜を調べるにはこちらの方が有効かも知れない｡
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Fig.12 X-rayfluorescentspectrumofironnaildispersed

byan EDDT crystal･
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奄5 あ と か き

赤外線吸収スペクトル法は鉄硬化物の同定に最も適している｡ 特性吸収帯によってどの酸化

物であるかが容易にわかる.食塩水と希硫酸によってできた鉄さびはそれぞれFe30.とα-FeOOH

と対応がつく｡

回折X線も一応の酸化物の同定に使える..ただしピークが低く赤外線ほど明瞭ではない｡食

塩水と希硫酸によってできた鉄さびはそれぞれF嘩3q とα-FcOOHと対応がつく｡

艶光Ⅹ線 は酸化物の同定には使えないが,微量不純物の検出に有効である｡食塩水と希硫酸

によってできた鉄さび中からそれぞれClとSが検出できた｡海岸で暴露した鉄くぎのさびから

はClとCaが検出できた｡

今後の課題を以下に述べる｡ 排気ガスによる影響を調べるために交通の激 しい場所でできた

鉄さびを分析すべきである｡ 鉄さびは鉄表面に層をなして生成するので屑内での生成物のちが

いを調べるためには偏光顕微鏡やX線マイクロアナライザーなどによる観察 18-20)を行なう必

要がある｡ 環境と酸化物の関連を調べるために種々の水溶液中でさびを作り,分析をする必要

がある｡.
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